
（別紙２）

作成日
【事業所概要（事業所記入）】
事業所番号

法人名

事業所名

サービス種類

所在地

自己評価作成日

【事業所基本情報】

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所在地

訪問調査日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

自己評価及び外部評価結果

　2021年　1月　28日

JR東海道線岸辺駅から徒歩約10分ほどのところにある11階建て市営住宅の１階部分をグループホー
ムとして使用 している。
付近には小学校や遊歩道があり、東海道線の線路沿いにもかかわらず静かな環境である。グループ
ホーム内はゆったりとした広さが確保され、太陽がよく差し込んで明るく、清掃も行き届いている。
入居者の居室には馴染みの家具や品物が持ち込まれ、落ち着いた雰囲気の中で入居者は暮らしてい
る。
食事は、調理過程にも気を配った手作りで、献立は味、彩り、栄養バランス、食材の豊富さなどに配慮さ
れ、おやつも手作りのものが出されている。
職員の対応からは、施設に大切な家族を預けることとなった家族の心の負担を少しでも軽くするための
細やかな心遣いが感じられる。

NPO法人エイジコンサーン・ジャパン

大阪府大阪市住之江区南港北2-1-10 ATCビルITM棟9階

2021年　3月　23日

2019年の冬より現在まで、風邪を引いたり熱を出したりする入居者様はおられず、驚くほどに皆様の体
調が安定しています。その大きな要因は食事にあるのではないかと思います。当ホームでは手作りの家
庭的な料理を提供しています。食事満足度には自信があり、ほぼ皆様、完食されています。食の充実が
健康維持につながると考えており、また単に食べるだけではなく、季節を味わうことや食べる楽しみを満
たすことに尽力しています。入居者様への接遇については、「早期傾聴、早期応対」を徹底しています。
職員の都合で、「ちょっと待って」は禁止。入居者様ファーストで、すぐに耳を傾ける、そんな職場風土で
入居者様が快適に生活できるよう心掛けています。現在、コロナ禍においては、清掃、消毒、低濃度オ
ゾン発生装置の設置、換気等の徹底を図っています。ボランティアさんによるレクリエーションや地域イ
ベントの参加は中止していますが、季節感が味わえるJR遊歩道の散歩、敷地内での戸外での昼食会、
初詣、桜の見学など感染対策をしっかり講じ,行っています。またレクリエーションでは季節に応じた壁飾
り作りや、絵合わせゲームなど,より一層の充実を図り、余暇を楽しみ、穏やかに暮らせるホームを目指
しています。

評価結果市町村受理日

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2791600485-00&ServiceCd=320

2791600485

社会福祉法人　寿楽福祉会

吹田市立岸部中グループホーム

吹田市岸部中１－２６－１－１０２

2021年　4月　28日

認知症対応型共同生活介護



吹田市立岸部中グループホーム

実施状況
次にステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
地域密着型サービスとしての意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理者と
職員は、その理念を共有して実践につ
なげている

利用者の施設での暮らしも
ニューノーマルとなる中
で、この部分も考慮された
理念に基づく業務運営計画
へのシフトを検討されてい
かれることに期待をした
い。

○事業所と地域とのつきあい　

　
利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう、事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　
事業所は、実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を、
地域の人々に向けて活かしている

Ⅰ．理念に基づく運営

3

11

ご家族様には、認知症を理
解・協力して頂くよう働きか
けている。また、グループ
ホームへのお問い合わせ時、
相談に応じたり、ボランティ
アによるレクリエーション時
に地域住民に参加を呼びか
け、交流を図っている。

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

項目

外部評価自己評価

実施状況

入居者様・ご家族様・地域の
方々・従業員が幸せになれる
職場を目指している。入居者
様が住み慣れた地域で自分ら
しく生活できるよう、寄り
添った支援を心がけ、職員で
その思いを共有している。

地域のイベントに参加した
り、地蔵盆などの行事に協力
している。敷地の菜園を活用
して頂き、地元の保育園児の
芋ほりの場を提供し、交流を
図っている。災害時に備え、
町会との連携を図っている。

「私たちが目指すものは、利用
者様と地域の方々および従業員
の幸せな生活。そのために、利
用者様一人ひとりの「自立」と
「暮らし」を支えます。」とい
う理念に基づいたケアを、毎朝
確認し合い、現場に活かしてい
る。毎月の目標も理念に近づけ
て作成している。

コロナ禍で実施が見送られては
いるが、普段は、地域のイベン
トなどには利用者家族へも声が
けし、利用者と地域のつながり
だけでなく、行事を通して、利
用者と家族の繋がりも大切にし
ている。ボランティアによるレ
クリエーションも頻繁に実施さ
れ、利用者や近隣の方々の楽し
みになっている。

○運営推進会議を活かした取り組み

　
運営推進会議では、利用者やサービス
の実際、評価への取り組み状況等につ
いて報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている
○市町村との連携

　
市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　
代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束しないケアに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち、利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い、防止に努
めている
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毎月、市に管理業務報告書を
提出。入退去、介護度、運営
状況、環境面や備品、防災の
相談等を密に行い、情報を共
有し、ホームの運営改善を
図っている。

に地域住民に参加を呼びか
け、交流を図っている。

地域包括支援センター・社会
福祉協議会・民生委員・他の
グループホームにご参加頂
き、ホームの報告や情報交換
を行い、会議で話合われたこ
とを有効活用している。

身体拘束は行っていないが、
身体拘束委員会を最低でも３
ケ月に１度は実施。高齢者虐
待、権利擁護については研修
に参加したり、施設内研修を
行ったりして職員への周知徹
底を図っている。

虐待防止の研修会に参加した
り、施設内研修を行ったりし
て、全体への周知徹底を図
り、日頃の業務の中で改善が
必要であれば、その都度、個
別の指導を行っている。

運営推進会議に他のグループ
ホーム職員も参加いただくこと
で、情報収集や意見交換も行っ
ている。
現在は開催できていないが、地
域包括との連携は取れている。

指定管理事業者として、日頃か
ら市の担当課とは密に連携を
とっているが、福祉避難所に指
定されたためにさらに協力体制
が強化されている。
生活保護受給者の受け入れも柔
軟に行っているため、福祉事務
所との協力関係も整っている。

研修に積極的に参加し、権利擁
護への学びを深め、身体拘束ゼ
ロを保っている。職員や主治医
が家族と緊密に連携しながら、
重度化する利用者に対しても、
身体拘束のないケアの実践を
行っている。
身体拘束委員会も医師や看護師
の意見を貰い、適切に実施され
ている。議事録も整えられ、職
員に共有されている。



○権利擁護に関する制度の理解と活用

　
管理者や職員は、日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち、個々の必要性を関係者と話し合
い、それらを活用できるよう支援して
いる

○契約に関する説明と納得

　
契約の締結、解約又は改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の
反映　
利用者や家族等が意見、要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

　
代表者や管理者は、運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け、反映
させている

○就業環境の整備

　
代表者は、管理者や職員個々の努力や
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家族とコミュニケーションをと
る機会を作るため、原則として
毎月の施設利用料は現金払いに
していただいている。
利用料受渡し時やアンケートで
いただいた意見や提案は、積極
的に取り入れ、対応できない内
容には、その理由も含めて丁寧
に説明をしている。

年に一回、職員の自己評価を
実施。各自の能力に応じて、
職務の担当を決めたり、仕事

権利擁護や成年後見制度に関
する研修に参加したり、施設
内研修を行ったりしている。
入居者様の後見人とは連携を
図っている。

11 7

日頃から、職員同士で意見を言
い合える環境を構築している
が、新たに申し送りノートを作
成し、情報の共有に努めてい
る。

今後は、職員の人材育成と
して、運営（管理）の分野
にも力を入れて取り組んで
いかれることに期待をした
い。

運営推進会議でご意見・ご要
望をお聞きし、改善を図り、
ご意見箱も設置している。ま
た年に１回、ご家族様へアン
ケートを実施し、吹田市に提
出している。ご意見やご要望
があれば、その都度対応して
いる。

毎日の朝礼や月１回ケア会議
にて職員が自由に発言する機
会を設けている。また、申し
送りノートを活用し、周知を
図っている。

まずは、ホームをご見学頂
き、その際、ご不安や疑問点
等があれば、十分な説明を実
施。契約時には重要事項説明
の上、契約頂き、契約内容等
に変更があれば、書面にて説
明、同意を得ている。

代表者は、管理者や職員個々の努力や
実績、勤務状況を把握し、給与水準、
労働時間、やりがいなど、各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている

○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際の力量を把握し、法人内外
の研修を受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている

○同業者との交流を通じた向上

　
代表者は、管理者や職員が同業者と交
流する機会を作り、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じ
て、サービスの質を向上させていく取
組みをしている
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運営推進会議で他のグループ
ホームの情報を得る他、メー
ル等で、情報や意見を交換
し、サービスの質の向上を
図っている。また吹田市グ
ループホーム特定施設部会に
参加し、情報交換や相談等、
行っている。

職務の担当を決めたり、仕事
が偏らないように、ケア会議
で全員による話し合いの下、
職場環境・職務内容等を決め
ている。

介護の質の向上を図るため、
主任・管理者が中心となり個
別に評価・指導を行ってい
る。新入職の職員は認知症介
護基礎研修を受講、その他、
必要な研修があれば、参加し
てもらい、スキルアップを
図っている。



○初期に築く本人との信頼関係

 
サービスの利用を開始する段階で、本
人が困っていること、不安なこと、要
望等に耳を傾けながら、本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る

○初期に築く家族等との信頼関係

 
サービスの利用を開始する段階で、家
族等が困っていること、不安なこと、
要望等に耳を傾けながら、関係づくり
に努めている

○初期対応の見極めと支援

　
サービスの利用を開始する段階で、本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め、他のサービス利
用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 
職員は、本人を介護される一方の立場
に置かず、暮らしを共にする者同士の
関係を築いている
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Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

16

ご本人の状況やご家族様や職
員からの情報により、必要な
サービスがあれば、福祉用具
購入や貸与など、業者に連絡
するなど、対応している。

職員と入居者様は家庭的な雰
囲気の中で共に昼食をとり、
可能な家事は一緒に行い、散
歩やレクリエーション、季節
の行事、地域のイベント参加

ご入居までにできるだけ情報
を収集し、職員へ伝達。ま
た、職員が得た情報を共有
し、穏やかに過ごして頂くた
めに何が必要か、早期に対応
するように心がけている。

ご家族様の心情をできるだけ
傾聴し、入居後のご不安やご
要望については、しっかりコ
ミュニケーションをとるよう
に心がけている。入居された
ことに安心して頂けるよう、
ご本人のご様子等をまめにお
伝えしている。

関係を築いている

○本人と共に支えあう家族との関係

 
職員は、家族を支援される一方の立場
に置かず、本人と家族の絆を大切にし
ながら、共に本人を支えていく関係を
築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 
本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　
利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めてい
る

○関係を断ち切らない取組み

　
サービス利用（契約）が終了しても、
これまでの関係性を大切にしながら、
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている
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ご家族様と入居者様の交流を
大切にしているため、毎月の
利用料のお支払いは来訪して
頂いている。レクリエーショ
ンやイベントへの参加、協力
も負担のない範囲でお願いし
ている。また、ご家族様の相
談事に応じ、家族的な関係を
作りを心がけている。

の行事、地域のイベント参加
など一緒に楽しんでいる。

ご縁を大切にしている。退去
後もご家族様が来訪されるこ
とはしばしばある。また、ご
相談に応じることもある。気
軽に来所できる施設であるこ
とを心がけている。

現在はガラス越しの面会に留め
られているが、家族や知人との
関係を大切にしながら、地域に
密着した事業所として、気軽に
立ち寄れる環境づくりを心掛け
ている。
近所の遊歩道を散策しながら、
馴染みの場所に立ち寄ったり、
出会った知人との立ち話ができ
るよう支援している。

知人・友人の来訪を歓迎し、
ゆっくり入居者様と過ごして
頂いている。散歩や買い物、
初詣、花見など、住み慣れた
地域への外出の機会も設けて
いる。

お互いに個性があり、相性も
ある。入居者様同士の関係性
に配慮し、食事席などを決め
たり、外出時のグループ分け
等は配慮している。職員が早
期に介在することで、トラブ
ルなく過ごせている。



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

　
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、
意向の把握に努めている。困難な場合
は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

　
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

　
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めて
いる

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　
本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必
要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即し
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ケアプランを見ると、誰のプラ
ンかわかるほど、アセスメント
がしっかるできている。実際
も、利用者１人１人の状態に寄
り添った、プラン以上のケアが
できている。

早期傾聴、早期対応を心がけ
ている。入居者様ファースト
であることを職員が周知し、
情報を共有し、寄り添った介
護が徹底できるよう尽力して
いる。

普段のケアの中で知ったことや
気づいたことをすぐに今後の支
援に反映させ、職員間で共有
し、利用者の想いに寄り添って
いる。利用者の訴えに対し、
「ちょっと待って」と言うこと
を職員間で禁止し、利用者をそ
のままにせず、意向を優先に考
えたケアを行っている。

入居時にはご本人・ご家族
様・ケアマネジャー・相談員
等からできるだけ詳細な情報
を収集し、フェースシートを
作成、日頃の会話から得た情
報も、職員間で情報を共有し
ている。

職員同士のコミュニケーショ
ンは良好で、情報を共有し、
全員が現状をしっかり把握で
きるよう、朝礼やケア会議、
申し送りノートを活用してい
る。

職員・ご家族様からの情報を
収集し、意見やアイデアがあ
れば、参考にして、個別ケア
のプランを作成している。

24

見やアイディアを反映し、現状に即し
た介護計画を作成している

○個別の記録と実践への反映

　
日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

　
本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービス
に捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

○地域資源との協働

　
一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している

できている。

27

28

買い物・外食・受診の支援や
福祉用具購入・レンタルの支
援を行っている。運営推進会
議等で得た情報で活用できる
ものは積極的に取り入れてい
る。入院時にはご本人の状況
確認に加え、洗濯や買い物の
支援を行い、入退院の移送も
支援している。
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地域密着型として、近隣の神
社や公園、遊歩道などの環境
を活用している。自治会や地
域の行事への参加、出張理容
の活用、外食、買い物など住
み慣れた地域に出向く機会を
もつことを支援している。

個人ファイル・バイタル・熱
計表、排泄・水分・食事量の
記録、入浴・整容の記録の
他、業務日誌、業務記録など
日々状況がわかるように記録
し、情報共有を図っており、
支援状況を確認し、適切な支
援が行えるよう活用してい
る。



○かかりつけ医の受診診断

　
受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら、適切な医
療を受けられるように支援している

○看護職員との協働

　
介護職員は、日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを、職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

　
利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に
退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は、そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有
と支援　
重度化した場合や、終末期のあり方に
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ご入院の際は、ご家族様と共
に、手続きや主治医からの説
明を受け、情報を共有してい
る。ご入院中も定期的に訪問
し、状態を把握、退院に向け
ては、医療相談員と連携し、
カンファレンスに参加するな
ど受け入れ態勢を整えてい
る。

往診医と重度化した場合の対応
や終末期の看取りについて連携

過去、３年間でホームでの看
取りは３名。それぞれ、ご家
族様、主治医と密に連携し、
ご家族様が後悔のない選択を
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内科は週１回往診があるが、
必要に応じ、ご家族様と主治
医が相談の上、整形外科・耳
鼻咽喉科や眼科など、受診し
ている。また歯科において
は、往診や通院による治療、
その他、週１回、口腔ケアを
受けている。尚、年に１回は
総合病院にて定期健診を受け
ている。

看護師は非常勤ではあるが、
職員として配置。薬の管理
や、健康相談、医師への連絡
相談、家族様への説明などを
担っている。職員は入居者様
の状態変化があれば、まず、
看護師に相談。専門職に相談
することで、適切な対応がで
きている。

往診医が利用者や家族の意向を
確認し、希望に沿った適切な支
援を行っている。
毎週の口腔ケアでは、発語のリ
ハビリも実施している。
医療連携が確立されているた
め、利用者や家族は安心して過
ごすことができる。

重度化した場合や、終末期のあり方に
ついて、早い段階から本人・家族等と
話し合いを行い、事業所でできること
を十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

　
利用者の急変や事故発生時に備えて、
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付け
ている

○災害対策

　
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いている

ＢＣＰを作成。災害への備え
を再確認し、備蓄等の充実を
図った。消防訓練は年に２回
実施。内、1回は夜間を想定
している。ホームは福祉避難
所の指定を受けており、福祉
避難所としてのマニュアルを
作成。ケア会議等で職員への
周知徹底を図っている。
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緊急対応マニュアル・緊急時
対応チャートを掲示。応急手
当講習（上級救命講習）を受
け、伝達講習を行ったり、看
護師は誤嚥時の対応や必要な
指導を職員に行っている。事
故発生時には看護師が主治医
に連絡し、適切な対応の指示
を得ている。

や終末期の看取りについて連携
し、本人や家族の希望に基づい
たケアが実践できている。
利用者家族からの信頼も厚く、
安心して任せられる施設となっ
ている。

ご家族様が後悔のない選択を
されるよう支援している。ま
た、ご本人様に必要な介護に
ついては職員間で情報を共有
し、医療と連携の上、適切な
対応ができるよう尽力してい
る。

年２回、昼間と夜間の火災を想
定した訓練を外部と協力しなが
ら行っている。
福祉避難所にも指定され、地域
との連携も行われている。
水と食糧の備蓄も確保できてお
り、蓄電器も備えている。BCP
を作成したことにより備蓄管理
がより整理された。

今後は。災害対策と連動し
たＢＣＰ訓練にも取り組ん
でいかれることに期待をし
たい。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライバ
シーの確保
　
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　
日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり、自己決定できるように働きか
けている

○日々のその人らしい暮らし

　
職員側の決まりや都合を優先するので
はなく、一人ひとりのペースを大切に
し、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　
その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している

理容は月１回、髪型や毛染め
についてはご本人の意向を大
切にしている。洋服を適切に
選べない場合は職員が声掛等
の援助をしている。

利用者との言葉遣いにおいて、
親しみやすさと馴れ馴れしさと
の違いを理解し、場面ごとの対
応のメリハリをつけることを職
員全員が常に意識するよう指導
を行っている。
職員の小さな言動にも気を配
り、配慮が足りないことがあれ
ば、理解を確認しながら指導を
行っている。

38

36 14

39

37

人権研修・個人情報保護・認
知症ケアの研修に参加した
り、施設内研修を行ったりし
ている。人の尊厳やプライバ
シー保護について職員の意識
を高めている。日々の接遇
で、改善点があれば、その都
度指導を行っている。

早期傾聴、早期対応を行い、
隠れたニーズに思いをはせ、
寄り添う介護を志している。
些細なことではあるが、何を
飲むか、ドレッシングはどれ
にするか等、選択枝を増や
し、自己決定の機会を作って
いる。

お茶の時間、食事、おやつの
時間により一日の生活の流れ
は自然にできている。ご自身
ができることはお手伝い頂く
よう促しているが、強要する
ことなく、それぞれの居場
所、過ごし方も自由に選択し
て頂いている。

○食事を楽しむことのできる支援

　
食事が楽しみなものになるよう、一人
ひとりの好みや力を活かしながら、利
用者と職員が一緒に準備や食事、片付
けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　
食べる量や栄養バランス、水分量が一
日を通じて確保できるよう、一人ひと
りの状態や力、集会に応じた支援をし
ている

○口腔内の清潔保持

　
口の中の汚れや臭いが生じないよう、
毎食後、一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、
一人ひとりの力や排泄パターン、習慣
を活かして、トイレでの排泄や排泄の
自立に向けた支援を行っている。
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当ホームの強みは家庭的で美
味しい料理。「いつも美味し
い」と言っていただけるよう
調理に尽力している。できる
範囲で調理のお手伝いをお願
いしている。片付けは個人の
能力に応じて、自発的に行え
ることはご依頼している。気
候の良い時は施設の敷地内で
戸外で食事をする機会を設け
て気分転換を図っている。

42

夜はオムツの方も昼はリハビリ
パンツを使用し、利用者が自分
でできる能力を伸ばす細やかな
ケアを心がけている。
この施設に来て、排泄の自立度
が上がった人も少なくない。

毎食、心を込めた手作りの食事
を提供しており、「今日のメ
ニューは何かな」という楽しみ
を持ってもらえるような工夫を
している。
食材のチェックリストを作成
し、評価を重ねた結果、食材の
無駄がなくなった。
食事療法により、糖尿病が改善
した利用者もいる。

個人に応じた食事量を把握
し、全量摂取できるように提
供している。水分・食事量は
常に記録し状態を把握。咀嚼
力に支障がある方には食事形
態を工夫している。

毎食後、口腔ケアの促しと介
助を行っている。毎週１回、
歯科衛生士による口腔ケアが
あるが、月毎に、歯科より指
導と課題を頂き、口腔ケアの
実践をしている。新入職の職
員は歯科の口腔ケア講習会に
参加している。

排泄パターン（記録）を参考
に、トイレへの促し・介助を
行っている。現在、おむつ使
用者はいない。



○便秘の予防と対応

　
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲
食物の工夫や運動への働きかけ等、
個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　
一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしてい
る

○安眠や休息の支援

　
一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて、休息したり、安心して気
持ちよく眠れるよう支援している

○服薬支援
　
一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用、用法や要領について理解して
おり、服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

浴室に「ゆ」の暖簾を設置。
季節の行事にゆず湯を取り入
れ、少しでも入浴を楽しめる
よう心がけている。週３回は
入浴（体調に応じて）長湯の
好きな方に時間を多くとるな
どの対応をしている。
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毎回、ケア会議で入居者様の
心身の状況の情報共有を図っ
ている。看護師からは薬の変
更や調整など申し送りがあ
る。また日々の変更について
は申し送りノート活用し、周
知を図っている。内服の確認
にチェックリストを活用して
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週に３回の入浴を実施してい
る。利用者一人一人の状態や希
望に合わせて、入浴のタイミン
グや入浴方法を調整している。
「ゆ」の暖簾を付けたことで、
銭湯気分を楽しめるだけでな
く、プライバシーも配慮できる
ようになった。
利用者は、広いスペースで、リ
ラックスした入浴を楽しむこと
ができる。

食事を中心に生活のリズムは
ある程度整っているが、体調
やその日により夜間、就寝が
浅い場合もある。その時々で
判断し、無理なく過ごして頂
けるよう、臨機応変に対応し
ている。

お茶の時間でなくても、デイ
ルームで団欒時にはお茶を勧
め、水分摂取を促している。
食材には繊維質の多い野菜を
しっかり使用、日に２回の食
前体操・ストレッチを実施。
天候次第では散歩も実施して
いる。

○役割、楽しみごとの支援
　
張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように、一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割、嗜好品、楽しみごと、気
分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援
　
一人ひとりのその日の希望にそって、
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握し、家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している○お金の所持や使うことの支援
　
職員は、本人がお金を持つことの大切
さを理解しており、一人ひとりの希望
や力に応じて、お金を所持したり使え
るように支援している

○電話や手紙の支援
　
家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり、手紙のやり取りができるように
支援している

にチェックリストを活用して
いる。

ご希望があれば、散歩や買い
物・外食に同行するなどの支
援を行っている。ご家族やご
友人と外出される時は、車の
手配や外出の準備などの支援
を行っている。（コロナ禍で
は行っていない）

近隣のスーパーや遊歩道への散
歩は意識的に実施している。
利用者は、外出で馴染みの人や
場所、季節を楽しむことができ
ている。
個人の希望があれば、服飾品の
購入にも個別に対応している。

居室やデイルームなど好みの
場所でくつろいで頂いてい
る。活動的な方には家事のお
手伝いをお願いし、裁縫が得
意な方には縫物をお願いする
こともある。外出が好きな方
には散歩や買い物、外食の機
会を持って頂いている。調理
時に味見をして頂いたり、デ
イルームで過ごしているとき
はお茶を勧めたり、少しで
も、家庭的な生活ができるよ
う支援している。季節の行事
に合わせた壁飾りなどの作品
作りを入居者様と職員が一緒
に楽しんでいる。
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基本的にはお小遣い程度の現
金を鍵のかかるロッカーでお
預かりしている。不足するも
のやご希望があれば、買い物
の代行を行うが、ご自身で買
い物をしたいという場合には
買い物に同行支援している。

年賀状を出したい方には賀状
が出せるように支援したり、
電話がしたいとお申し出があ
れば、事務所の電話を使用し
て頂いている。
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○居心地のよい共用空間づくり
　
共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）が、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居場
所づくり

　
共用空間の中で、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や
家族と相談しながら、使い慣れたもの
や好みのものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環
境づくり
　
建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして、安

54 20

限られた空間の中でも、利用者
が家庭的な「自分の居場所」を
認識できるような雰囲気づくり
を行っている。それは、利用者
を居室に連れて行ってもすぐに
共用スペースに出てくることで
もわかる。たたみのスペースも
あり、気分でくつろぐ場所を選
択できる。

廊下や居室等の清掃をしっか
りと行い、生活感のある環境
を心がけている。季節ごとに
壁の絵などを変更し、廊下に
は直近の行事やイベントの写
真を掲示、浴室の前には暖簾
をし、少しでも温かみを感じ
て頂けるよう配慮している。
月毎に塗り絵をしていただい
たカレンダーは居室に掲示し
ている。
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食事席以外に、椅子やソ
ファーが配置されており、好
きな時に好きな場所でくつろ
げるように配慮している。

部屋は南向きで日当たりがよ
く、緑も見える。押し入れの
収納量も多い。仏壇・家具・
テレビ等、ご本人が使用して
いたものを自由にお部屋に置
いて頂いている。居室の入り
口には手作りの表札を掲示し
ている。

洗剤などの備品の保管には安
全性を考慮している。ホーム
内は広々としてバリアフ
リー。車椅子でも自由に自走
できるようになっている。廊

居室は清潔で日当たりもよい。
利用者や家族の希望に合わせ
て、自宅で使用していた馴染み
の物等を持ち込んでもらい、家
庭的な第２の住まいとして意識
いただけるように支援してい
る。

55 と」や「わかること」を活かして、安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

できるようになっている。廊
下やトイレには手すりがあ
り、夜間トイレへの移動が難
しい方にはポータブルトイレ
を設置している。

55



Ⅴ　アウトカム項目

〇

〇

〇

〇

56

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意
向を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす
場面がある
（参考項目：18,38）

57

①毎日ある
②数日に1回程度ある
③たまにある
④ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる
（参考項目：38）

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生き
した表情や姿がみられれている
（参考項目：36,37）

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

〇

〇

〇

〇

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている
（参考項目：30,31）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている
（参考項目：49）

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族と
②家族の３分の２くらいと
③家族の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

63

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信
頼関係ができている
（参考項目：9,10,19）



〇

〇

〇

〇

〇

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や
地域の人々が訪ねてきている
（参考項目：9,10,19）

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない→(コロナ禍）

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の
関係者とのつながりの拡がりや深まりがあ
り、事業所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむ
ね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

〇

68
職員から見て、利用者の家族等はサービス
におおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族等が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない


